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•  船舶からの水中放射雑音の海洋生物に対する影響が懸
念されており、国際物流を支える海運と海洋生態系保
全の両立が課題となっています。

• 音響伝搬計算や実海域における船舶水中放射雑音の計
測に基づく、船舶水中放射雑音の推定・低減法の検討、
および海洋生物への影響評価法の検討を行っています。

• 関係機関と共同で 2020 年に 3 つのハイドロフォンを
海中に設置し、日本近海を航行する船舶の水中放射雑
音を含む水中音を 2 か月間連続で録音しました（左図）。
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• 船舶のような巨大構造物に、想定外の過大荷重
が作用する場合の構造安全性に関する研究を実
施。実験や FEM により崩壊挙動を詳細に調査
しつつ、それを再現できるより簡便で実用的な
解析法を提案。最近の興味は流力弾塑性問題で
あり、波浪中の船体の崩壊挙動・応答を再現す
る実験やシミュレーションの開発に取り組む。

• 各種センサにより計測された船舶の構造応答とシミュレーションを同化させて、船体に作用する荷重
などの状態量を推定。ベイズ推論や深層学習と組合わせ、構造の破損リスクを予測する方法論を開発
中。船体構造のデジタルツインへの応用を検討。
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